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静開地学第 55号 (1987)

伊豆大島火出地質見学

一一東部支部例会報告一一

伊豆大島の三原山は、 1986年 11月 15日17時 25分頃、山頂火口壁南側で噴火を始めた。赤熱した

熔岩は、高さ 500mにまで噴き上げ、大量の火山灰を火口付近や東側の裏砂漠に降らせた。火口を満

たした熔岩は、 19日10時すぎには、三原山山腹を、 1950'"'--'1951年に流出した熔岩と重なる

カルデラ内に流れ込んだ、。わずか4B簡のこの出来事は、地球大紀行を地でゆくものであった。

鎮静化したかにみえた矢先の 21日16時 15分に三原山北のカルデラ床で起こった割れ目

といった感じの生々しいものであった。熔岩は、北北西と北東に流れたことを、後の

している o17時 46分には、この北北西-南南東方向の延長線上の外輪山山腹にも火口列が生じ、こ

の中の 1つから流れ出した熔岩の先端は、元町に迫っ山頂火口の噴火は 23日まで続き、その後は、

の南部での水蒸気爆発もなく、筆島付近の変色水域も消え、静穏な状態が続いていハωO
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表 1 大島火山の噴火史(中村一明による)

器土で カ
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よ 側火口の活動 ラ~{; I [R分

本土る 溢流を

Y1 
1777 

Y2 
1684 

Y3 
1552? 

Y4 O 

幸万 1421? つ 新

期
Yた

以下な 期1338? 1300土

大 YS なし し 大

島 N1 小スコリア丘2儲(埼岩を伴う) 島

時
Nz なし

若手 1~ 
N 838か 波浮潜の形成
3 1886 

750士
スリパチ

N4 
スコリア丘1個 カ

2か所からスコリア投出 !v 
550土 フー

S1 なし ブ

300士 生成
S2 684? ? 割れ自 -湯場熔岩

200土

O土 末期にさかん

B.C.2500 
B.C.3000 
B.C.6000 

一巡した には、山頂火口以外に、外輪山斜面に側火山 にならぶ。 山で

も箱根火山でも、同じである O 割れ自、割れ目噴火、割れ目火 列の は、 大島がのる

広い地域に働く圧縮応力の向きに じていることになる O
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